
市民ネットが評価した新規 ・ 拡充事業

■保育施設の巡回指導員の増員　　　

 ■里親探しから里親支援までを包括的に推進

■児童相談所内一時保護所の拡充　

 ■生活支援コーディネーター増員

■発達障害者支援センターの職員増

  ■小学校のスクールカウンセラー倍増

■グリーンツーリズムの推進               

■特別支援教育指導員 ・ 介助員の配置増員

■歯周病 ・ 口腔がん検診の拡充         

■高齢者の低栄養防止
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２０１８年春号

渡辺  忍

脱 ・ 財政危機宣言の解除後初の予算に賛成

「将来に向けて」「財布のヒモは固め」の新年度予算

予算審査から
市民ネットワークが注視する新年度の施策について討論を行いました

　学校給食残渣再資源化モデル事業が小学校 7 校で行われます。子ども
たちの環境教育で、家庭での生ごみ発生抑制が期待されるとのことです。

　現在の子どもルーム（学童保育）は大規模化、保育の質などの問題から、
健全な居場所なのか疑問です。高学年は、年齢に応じた地域での過ごし方
を考える大切な時期でもあり、高学年ルームのあり方は検討が必要です。
　放課後子ども教室（※）における地域ボランティア頼みの運営は限界で
す。総合コーディネーターによる活動支援、ルーム一体型での運営（毎日
開催）がモデル実施され、今後は実施校が増える予定です。
　２０１８年度の『( 仮称 ) 放課後こどもプラン』策定にあたっては、両
事業を総合的にとらえ、管理のための居場所やプログラム重視ではなく、
子どもが主体的に遊びや学びに取り組めるよう、子どもの視点に立った環
境づくりを目指すことを求めました。

生ごみの減量化施策を着実に

放課後子どもプランの行方は？

以前にも給食残渣のリサイクルモデル事業が行われていまし
たが、平成 23 年度に廃止されています。前回廃止した経緯
をきちんと見直し、環境局と教育委員会の連携のもと、保護
者や地域の協力を得ながら実施することを要望しました。

将来海につながるデッキが設置予定

一般会計 4,454 億円、特別会計 4,448 億 1,500 万円

　市民ネットワークは脱・財政危機宣言の解除
後初の予算案を慎重に審議した結果、財政健全
化の進捗、未来への投資、福祉や教育などへの
人の配置拡充などバランスの良い予算編成を評
価し、賛成しました。

温浴施設、マルシェ（イメージ）

市民と議員の意見交換会

◆4 月 12 日 （木） 13 ： 30 ～ 15 ： 30

　　　　　　　　風の丘 HALL （花見川区朝日ヶ丘）

◆4 月 19 日 （木） 10 ： 40 ～ 11 ： 20

　　　　　　　　高洲コミュニティーセンター創作室

◆4 月 25 日 （水） 10 ： 00 ～ 12 ： 00

　　　　　　　　市民ネットワークいなげ

◆5 月 25 日 （金） 10 ： 00 ～ 12 ： 00　

　　　　　　　　ギャラリーオアシス（都賀 3－24－8）

＊詳細はお問合せください

※学校内における地域の大人による全児童対象の居場所事業

財政健全化路線は継続

　主要債務総額については、
前年度見込みより 145億円の
削減が、また市債残高では実
質 91 億円の削減が見込まれ
るほか、その他の財政指標も
引き続き低減が見込まれるな
ど、次期財政健全化プラン目
標達成に向けた健全化路線を
進めていると評価しました。

魅力ある海辺に

　市民も参加して策定した
海辺のデザインに沿って、
来年度から稲毛海浜公園リ
ニューアルが始まります。
事業費の適正規模での事業
実施であるか注視しつつ、
市民にとって、また千葉市
を訪れる人々にとって魅力
ある海辺となることを期待
します。

（中央区モデル実施）

（6→12人）


